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講演 “動物よもやま話”
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炉彦｡"………琴先週の記録”ﾐﾂ………率葡
＃第922回平成13年10月30日(火） 晴 X
峰一禧響‘常ｼ淫,侭割髭製侭酔（複ｼ酔一::‘,‘,富::鋤‘両鐸,､愚ｼ参‘,-琴《,暑’碁,侭碁,声轡《夫‘勢侭必 バネッサちゃん米'1,1i"jからホス|､ファミリーと

しておIM"1頁いている浅兇さんに公艮より感謝を込

めて。錨"奉仕の理想”

鋸出席報告

会輿 71(67)名 出席 52名

川職率 77.61%

Ii々Inl 10HI6I-I (修IMI職率) 98.46%

囮ゲスト紹介

㈱藤l l.l製作所 淵沢清子さん

愛知仏i郷《年金会館 井澤宏美氏
〃 佐々幸博氏

㈱li』ヶ丘自動『|畔:校 宮田智庇氏

jI(I I I遊|¥l(W) 脇田滝夫氏

和l 11 1ﾉ1科病院 1I1内道Iﾘl氏

i'『少年交換学ﾉk ナフ・バネッサちゃん

ホストファミリー 浅見公美-fさん

ピアノ ・敬 オリガーさん

〃 エレーナさん

〃 ターニィアさん

圏11月会員誕生日

森岡ｲ.W(11/3) 鈴木(理)~(W(1 1/7) IjI豫出君(l1/14)

加藤(大)"(11/1-!) ・ｲ;1･ ,"(1 1/16) 松暦耕(11/25)

|堀江職業奉仕委員長挨拶’
職業本|_|:)言I間に|火|み、符'li災所から6名の〃をご

椛賊いただきましたので、会災より表彰及び記念1'i',

の11W!!錐お願い致します。

被椛聴許名

沼沢清子

jl:灘宏美

佐々＊博

WII1 智職

II"11I 溌夫

III1ﾉﾘ逆Iﾘ」
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役職名

ﾊｰﾈｽ|:l#I:j"

桝災支配人

卿鮮鯏耀A

部災ﾄili佐

総務部次長

棚;雌索長

椎聴亦業所名

㈱藤H1製作)Wi

愛知l製k年金公鮒

愛知厚生年金会館

鞠足が丘|ﾖ助戦牧

JII 111遊|蝋|㈱

JIImlﾉ1科瓶院

へ

(敬称III%)

佐久間幹事報告

4NI1例会終r後、 j:II! 'lf役興会を|ﾙl催致しますの

で、 j:11判#役員は21淵澗の|Alにお雌まりドさい。

ロータリーのkl l ll ))･とガバナーj･j僧が来てお

りますので、お州,}りにお持ちドさい。
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薑古壽干種暑霊皇ﾘ薑薑調
例会圖 火曜圖 1#2:3，
砺膣湯雷孤謹顕謹会館

事務局雁噌鴛'騨侭柵会長 、~

幹事 佐象間良治
一 ． ． －－ －』

会報雑誌委漫長舎人経昭
己 ・ 8



性絡が面白く、奥行きがある、食う度に新しい発見が

あるような人間は進Iilしない。亡くなった松下幸之助

氏や水111宗一郎氏はまさにそうした人物であったと多

くの友人、知人が証i;しておられたそうです。

そこで人物評illiを3つに要約すると、第一はリー

ダーシップがあるかどうか。第二は‘情報感覚が優れて

いるのか。そして、第二は人iHl的魅力があるかどうか。

この3つを物尺にして人物を兄れば、 「あっ、 しまっ

た。兇損なった｡」ということは少ないし時代が変わ

り状況がいかに変化しようが何の影禅もない。そして

リーダーは、自分の地金が全てlli間の目にさらされる

ことを-|一分に認識すべきだ。

世のII!が平和で社会が安定した時代には人材がなか

なか出にくく、大激動期というルツボが必要になる。

械端に呂えば危機に辿遇しピンチにもまれることに

よって人は育ち、人材もﾉkまれてくるのではないか。

幾多の試練が人間を鍛えるのであって、やはり時代が

人lHlを作る｡作家城山三.郎氏がこう予言しておられる。

｢人材ｲ;IIi渇を愛うなかれ。人が状況を変えるのは稀ｲl.

の例であって大方は状況が人を変え、時代が人を化け

させる。 リーダー不在のL1本はいよいよ衰退するだろ

うが、どん底に落ちてはじめて剛直なるリーダーの出

現が期待できる。それが朧史というものではないか｡」

危機の一歩手前で真のリーダーが出て、日本を変えて

くれればよいのだが果たしてそうなるか。小泉新政権

が誕生し、大改革が成功するのか。数年後到来するだ

ろう「どん底」が来るまで待たねばならないのか。

今しばし、城l1 l二郎氏の1う画が当たらないように、

Ijrりたいと思います。

三好新世代委員長よりお願い

llillOI-| 、名城公|裳Iで“チャリティーラン2001"に、

私と水谷君、RAC、 IACでチームを編成し出場しま

すのでﾙ心援よろしくお願い致します。又、 当I Iはおす|、

､11の準備もありますので、ご参加下さる方は事務局ま

で御連絡をお願い致します。

||鴦谷歌の会幹事よりお願い
ll11 6 1 1 ， 6時より今池ガスホールで歌の会発表会

があり、晴れの舞台を前に今メンバーは熱心に練習II1

です｡､111-|は参加者全興に'閲II1I1Iが､I1たる抽選会もあり、

会災'l'f、 削11会長賞始め特別'l'(の川怠もしておりますの

で、ご家族、ご友人、ご近所お総い合わせの上、是非

応援にお越し下さい。尚、食蛎をなさいます方は、 r11

務kjへお申し出下さい。

スーパーチャージャーズも出淡いたしますので、お

・人でも多くの応援をお待ちしております。

一

|笹野会長挨拶
皆さんこんにちは。

今| |は多くのケストをお州きしておりますが、どう

ぞ岐後までごゆっくりとお寛ぎﾄﾞさい。

リーダーの出来、不州I米によって組織や企業の樵袋

が半ば決まるといいます。今、底の兇えない不況にあ

えぐI I本で｢指導者の黄賦とは側か､どうあるべきか｡」

先|･'、私が読んだ雑誌のI~|｣でジャーナリストの飯塚昭

ﾘ)氏のi;u.ulfを紹介しながら紙をさせて頂きます。

人を評価することは本､'iに雌しい・ジャーナリスI、

の先達であった大宅壮氏がかつて「人物評論という

のは、他人をあげつらうことではない。他人にかこつ

けてlfl分を語ることである。他人の正体というのは決

して本､Hにつかめるものではない。従って、自分の影

をｲ;||下の上にかぶせているのにすぎないのではない

か、それでいいのである･･…･…」と述べています。

岐初に素哨らしい人と感じても、後になってつまら

なくなる人、あるいは雌初はそれほど魅ﾉJ的ではない

が「いぶし銀」のように光ってくる人、偏吾きの削り

には!|'身のない人、 ノ同沓きがなくても光実している人

と様々である。

では、いかにして人をI;､ﾄ111iするのか、いわゆるアマ

チュアが絵1曲iを評価する方法について、ある評論家が

｢じっと兇ておって“飽きない”のが名1曲iの条件であ

る」 lliに、人間を兄るコツに似たようなものだ。まず

先人観を捨て、ある時間をかけて接すれば、その人|ﾊl

の'だｲ||が兇えてくる。その人が,減'奥であるか、深見の

ある人間か、つまらない人間か、rl然にわかってくる、

･ 1 1に「飽きない人間」は本物である。人柄がよく、

‘eescgsegscgsc2sc＆友愛の日 ､e2ヶcgscgsegscesこ’

囮池田国際奉仕委員長

今年度の友愛の1 Iは皆さんのまわりや、地域にお|1;

まいの外国の方をお鼎きしたいと思っており、今1 Iは

松棚|%lレッドホースから3禍の方をお招きし、歌をお

肌いしたところ快くおり|き受け頂きました。

一

済さんご仔知の歌を柔らかな美）ifで魅了。

反愛のI Iがより和やかな雰lll:I気になり華を添えて噸

きました。

－2－



(10月23日報告掲載）

囮和田1M実行委員長

"IMとはなんだろう| !"

「IntercityMeeting (都市連合会)。毎年1Im主に

分凶ﾉﾘのクラブ合同の4大奉仕部門にわたる自由討論

集会。全員参加。目的の第・は、会員相互の親睦と面

識を広めることであり、 さらに、会員にロータリー情

報を伝え、奉仕の理想を勉強する会｡」

千種ロータリークラブが21世紀最初の東名占屋分区

の1Mを担当することになりました。すべての1Mに

出席したわけではないが、私の第一の思い出は1990年

10月15日に名東ロータリークラブが主催のIGF「身近

なロータリー活動を」のタイトルのフォーラムにパネ

リス|､として参加したことです。私がロータリーに入

会したころは､会場はホテルを使川していましたが堅

苫しいセレモニーも長時間の荊淡会もなく、懇親会も

簡素で全休の流れは堅実でロータリーについてを語る

会縦のように記憶しています。

いつの頃からか式典・講演会・懇親会の3部構成に

なって事実､我々が開催した1994年の1･Mでは会場は

キャッスルホテルを使用し講演を「1 1本赤|-字社副社

長近衛忠輝氏」にお願いし懇親会も開催しました。

最近では地区大会と変わらないスケールになり、 1･M

の本来の目的は何？と疑問に思います。

1980年代～90年代と時代背景は大きく変化していま

す。 1Mも|可じように変化してきたのでしょうが、 21世

紀、 2001～2002年度いま、我々ロータリアンも大きく

変わる時期に来ているのではないだろうか？と疑問に

思います。

「点鐘」ってなに？ 「四つのテスト」ってなに？

｢ロータリーの綱領」ってなに？20年近くロータリー

に所属していて、なにも変わらない？何も知らない？

これでいいのだろうか？と疑問に思います。

我々のクラブは千種区を中心に例会場も区内に置き

会員も地域密着型で構成され、他のクラブにはない良

さがあると思います。この特徴を1･Mやロータリー活

動に活用できないものかと考え、 このような疑問をど

のように解決できるか、今回の1･Mを通じて考える事

にしました。

2002年2月14日木曜日(バレンタインデー)、テーマ

を「地域」サブテーマに『Well.com@あいChikusa」

とし、第一部は11時30分～12時30分に厚生年金会館大

ホールで、式典と「あい」をテーマにした企画を準備

しています。第二部は13時～14時30分まで会館地下す

べてを会場にし、 「地域とのふれあいを考えよう」を

テーマにした企画を準備しています。

手作りの1Mを'二l指し今後は会只､すべての方にお

ﾉJをお僻りすることになります。よろしくお願いします。

囹二村・石黒IM実行委員

平成13年2月14日に行います1.Mは和HI実行委員長

の「あい」をメインテーマに「地域を考え、元気な名

古屋を」U指す内容に組み立てて行きます。

一部はホールにて千種地域の●過去（歴史）●現在

(千種地域のお宝脚発兄）●未来（音とスライド映像

でイメージ）と三つの視点からストーリーを柵成しス

ライドl映像をスクリーンに映写します。

尚、郷台では、音楽とスライド映像でナレーション

を一部取り込みながら表現して行きます。

式典は“千種区の歴史”を最初に紹介した後に、点

鐘から始まります｡来賓紹介の部分は簡素化するため、

スライド映像とナレーションでの紹介を中心にして、

着席位置にて、立礼にてお願いする予定です｡勿論プ

ロフィールには､失礼の無いよう充分に配慮しながら、

打ち合わせをさせていただきます。

その後、順序に従って紹介が進みます。

最後に、次年度のガバナー補佐、ホストクラブ紹介

で、式典の鞁要な内容は終了しますが、休憩は取らず、

そのままスライドと音楽と光の演出で、千種地域の

"現在と未来”を表現します。

次に、地域で活躍されている元気印の先生方に、

ショートスピーチコーナーを設けて、感想のコメンl、

をいただく予定にしています。

人選につきましては、青少年とボランティアに情熱

を注がれてみえる先生にお願いするつもりでいます。

最後に、再度映像と音楽で、 「あい」をテーマに

した画像を作成し、映像、点鐘で終了致します。

一部終了後ホールから会館地下の懇親会場への移動

は、会場の連続性を演出しながら地区のお祭り「棒の

手実演（千種区保存会)」 「獅子舞（白山氏)」を紹介

致します。

二部では第一部のテーマを受け、その具体的な表現

を、試みようと考えています。

ロビーに展示コーナーを設置し、小学生～大人まで

の絵画・書・絵手紙等の作品を各々のテーマに沿って

展示していただき、参加賞、優秀賞等で感謝の意をお

伝えします。

懇親会場は“からくり”を中心に日泰寺参道のお店

を屋台風に並べにぎわいを再現します。

屋台は、松棚|#lさんのミニ天井を始めとして、串カ

ツ、おでん、どて煮などを配します。

また、第・部にてスライド紹介した場所を、写真パ

ネルにて展示しショートスピーチして頂いた先ﾉﾋの

ブースを設けます。

二

一

－3－
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〆

二村 聰・伊豫田博明 松居敬二 〈
〆

加藤大豊・鈴木理之 ロシアの歌姫3人お呼び膜きまゼ
／

会員誕生日祝い。 してありがとうございます。 ／
／

宮尾 紘司・舎人 経昭 会員誕生日祝い。 ／
〈

夫人誕生日祝い。 森岡文明 ／
〈

萩原喜代子・永井 勝 3つ同時です。ありがとうござ；
＞

山田 壽勝 います。 ＞

結婚記念日祝い。 会員誕生日祝い、夫人誕生日祝；

池森由幸 い、結婚記念祝い。 ；
＞

夫人誕生日祝い､結婚記念祝い。 ｜ 合計’ 3
l 148.000円 ラ

ノ

ノ
ッ、グ、ク、ク､〃、〃、′、〃、〃、′、〃、′、’、’、′、夕、〃、〃、夕、〃、夕、ク、’、グ、〃、〃、’、〃、〃、〃、'、’、〃、〃、'、’、〃、'、〃、'、夕、〃、′、〃、〃、ノ

ノ

ノ

〉

〉 ~f…中部経済新聞(10月11日)より ．､~ ･……･書‘･･~ ････…‘･……｡．……

148.000円

； 今FIは'向:しくお願いします。
； 23年目の沼沢です。

；水野民也

； 二人の職員の推薦を致しま

；した。

； 宜しくお願いします。
ノ

ゼ 吟詩の会、小林さん黒須さんあ
／

きりがとうございました。
ノ

＃和田正敏
ノ

ミ 吾がスタッフ、私の片腕のl1l
〈

；内道明君が今I 1従業員表彰させ〉
；ていただきます。ありがとうご；

〉

；ざいます。 ／
〉

；黒須アイ子 〉

； 縛山流吟詩会15周年記念大会；
;の折、水野民也様御夫妻に御来；
〉 ／

＞鷲いただき!誠にありがとうござ ；
＞ ノ

オいました。 〉〉
ノ

タ 佐久間様､お花ありがとうござ ；
＃いました。 ／
／ く

う山本英次 ；
； 来週「歌の会コンサート」が開；
；催されます。沢lllの御参加お待ち メ

ノ

ッしています。 ／
／

；林 哲央 ＞

； 米山奨学月間もあと2口です。 ＃
／

／

＞まだ申込みの済んでいない方は噸 ゼ
ノ 〈

2務局までお願い致します。 ／

#石黒正則 ；＞
／

; IMまで3ヶ月半と迫って参り メ
タました｡担当の皆様方の御支援を ；
；よろしくお願い致します。 ／〈
；足立一成・在田 忠之；
；池田 隆・伊藤健文；

＞

；神崎住恵・加藤重雄＞
ノ

メ河村政孝・菊池昭元?
;小林 明．小坂井盛雄：
／

／

＞久野 峯一・松永 正史＃
〉 ／

;三好 親・水野賀續；
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